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七
〇

幻
化
網

タ

ン
ト
ラ

の
曼
茶
羅

木

村

秀

明

『
幻
化
網
タ
ソ
ト
ラ

(
M
a
y
a
j
a
l
a
t
a
n
t
r
a
)
』

と
は
、
日
本
密
教
が
所

依
と
す
る

『
金
剛
頂
経

(
T
a
t
t
v
a
s
a
m
g
r
a
h
a
)
』

と
、
父
系
無
上
鍮

伽
タ

ソ
ト
ラ
の
代
表
的
経
典

で
あ

る

『
秘
密
集
会
タ
ソ
ト
ラ

(
G
u
h
y
a
s
a
-

m
a
j
a
-
t
.
)
』

と
の
中
間
に
位
置
す
る
経
典
で
あ
り
、
お
よ
そ
八
世

紀

ご

(1
)

ろ
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
経
の
梵
文
原
典
は
未
発
見
で
あ
り
、
漢

訳

(
一
本
)
と
蔵
訳

(
二
本
)
が
残
さ
れ
て
い
る
。
漢
訳
は
至
道
元

(九

九
五
)
年

に
法
賢

(
-
一〇
〇
〇
年
)
に
よ
っ
て

『
仏
説

鍮

伽

大

教

王

経
』
五
巻

(大

・
一
八
巻
・
N
o
.
8
9
0
)

と
し
て
訳
出
さ
れ
た
。
蔵
訳
に
は

新

・
旧

二
訳
が
あ
る
が
、
新
訳
の
リ
ソ
チ
ェ
ソ
サ
ソ
ポ
(
R
i
n
 
c
h
e
n
 
b
z
a
n

po
)
訳

『
M
a
y
a
j
a
l
a
t
a
n
t
r
a
-
n
a
m
a
』

(北
京
、
N
o
.
1
0
2
)
の
方

が
、
内
容
的
に
旧
訳

(
ニ
ン
マ
派
の
伝
統
に
属
す
る
)
よ
り
も

古
く
、

か

つ
漢
訳
と
対
応
す
る
こ
と
が
、
松
長
有
慶
博
士
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い

(2
)る
。
よ

っ
て
当
面
は
漢
訳
に
蔵
訳

の
新
訳
を
対
照
さ
せ
る
。

漢

・
蔵
両
訳
と
も
十
品
よ
り
成
り
、
四
十

一
尊
よ
り
な
る
曼
茶
羅
、

灌
頂

(第
一
阿
闊
梨
灌
頂
の
み
が
説
か
れ
る
)
、
曼
茶
羅
の
諸
尊
及
び

そ
れ

以
外
の
諸
尊

に
よ
る
各
種
の
成
就
法
、
印
契

の
組
み
方
、
真
言
等
が
説

か
れ
る
。
漢
訳
と
蔵
訳
と
は
、
全
体
の
構
成

・
章
立
て
等
は
完
全
に

一

致
し
、
内
容
も
概
し
て
非
常
に
よ
く

一
致
す
る
。
た
だ
し
、
文
章

の
構

造
や
内
容
の
細
部
に
お
い
て
、
翻
訳
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
以
上

の
相

違
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
漢
訳
に
は
、
『
幻
化
網
大
喩
伽
教
十
念
怒
明

王

観

想
儀
軌
経

(十
葱
怒
軌
)』

一
巻

(大
・
一
八
巻
、
N
o
.
8
9
1
)

と
い
う

"幻

化
網
"

の
名
を
冠
す
る
小
部
の
経
典
が
あ
る
。

こ

の

『
十

念

怒

軌
』

は
、
や
は
り
法
賢
に
よ

っ
て
訳
出
さ
れ
、
Y
a
m
a
n
t
a
k
a

を
始
め
と
す
る

十
葱
怒
尊
に
よ
る
成
就
法
を
説
く
。

こ
の
内

の
八
念
怒

尊

は
、
『幻
化

網
タ
ソ
ト
ラ
』
の
曼
茶
羅

に
お
い
て
四
方
四
偶

を
守
る
守

護

尊

で
あ

り
、
そ

の
記
述
内
容
も
ほ
と
ん
ど

『幻
化
網
タ

ソ
ト
ラ
』

の
第
四
品
と

第
五
品
の
文
章
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
出
来
て
い
る
。
猶
、

こ
の
部
分
を
詳

細
に
比
較
す
る
と
、
『十
念
怒
軌
』
は
漢
訳
よ
り
は
む
し
ろ
蔵
訳

に
よ

り
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
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こ
の
他

に
、
当
タ
ソ
ト
ラ
の
曼
茶
羅
を
考
察
す
る
上
で
参
照
す
べ
き

資
料
と
し
て
、
時
代
は
多
少
新
し
く
は

な

る

が
、
『
N
i
s
p
a
n
n
a
y
o
g
a
-

(3
)

v
ali(Z
S
P
)』
が
あ
る
。
こ
の
『
N
S
P
』
は
、
十
二
世
紀
に
ア
バ
ヤ
ー
カ

ラ
グ
プ

タ

(
A
b
h
a
y
a
k
a
r
a
g
u
p
t
a
)

に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、
当
時

流
布
し
て
い
た
二
十
六
種
の
曼
茶
羅

の
概
要
を
簡
潔
に
記
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
中
の
N
o
.
2
0に
は
マ
ソ
ジ

ュ
ヴ
ァ
ジ

ュ
ラ
曼
茶
羅

(
M
a
n

ju
v
a
j
r
a
m
a
n
d
a
l
a
)

が
説
か
れ
、

こ
れ
は

『
幻
化
網
タ
ソ
ト
ラ
』
を
所
依

と
す
る
と
す
る
。

こ
の

『
N
S
P
2
0
』は
、

一
部
に
お
い
て
よ
り
発
展

し
た
形
態
を
示
す
が
、
大
部
分
仁
お
い
て

『
幻
化
網
タ
ソ
ト
ラ
』
の
曼

茶
羅
に
か
な
り
良
く

一
致
す
る
。

二

(4
)

当
タ

ソ
ト
ラ
の
曼
茶
羅
は
、
三
重
の
構
造
を
持
ち
、
第

一
院
に
は
金

剛
界
曼
茶
羅
と
同
様
に
毘
盧
遮
那
を
中
尊
と
す
る
五
仏
が
位
置
す
る
が

四
方
の
四
仏
に
B
u
d
d
h
a
l
o
c
a
n
a
・
M
a
m
a
k
i
・
T
a
r
aの

四
明
妃
を
配
す
る
。
こ
の
四
明
妃
は

『
秘
密
集
会
タ
ソ
ト
ラ
』
の
曼
茶

羅
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
又
、
『
幻
化
網
タ
ソ
ト

ラ
』
の
諸
尊

は
す
べ
て
多
面
多
壁

の
密
教
的
尊
形
を
持
ち
、
中
尊
の
毘

盧
遮
那
と
東
方

の
阿
閾
と
西
方

の
無
量
寿
の
三
仏

(仏
部
・
金
剛
部
・
蓮

華
部
の
主
尊
)
は
、
配
偶
者
と
し
て
の
明
妃
を
抱

い
て
い
る
。
宝
生
と
不

空
成
就
に

つ
い
て
は
、
明
妃
に
関
す
る
明
確
な
記
述
が
な
い
。
『
N
S
P

20
』
に
な
る
と
、
中
尊
が
M
a
n
j
u
v
a
j
r
a

に
変
わ
る
と
と
も
に
、
第

一

院
で
は
宝
生
と
無
量
寿
の
尊
形
だ
け
が
大
幅
に
変
化
し
、
明
妃
を
伴
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。

こ
こ
に
三
部
か
ら
五
部

へ
の
発
展
の
足
跡
を
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
猶
、
中
尊

の
M
a
n
j
u
v
a
j
r
a

は
、
毘
盧
遮
那
の

自
性
を
持

つ
と
は
さ
れ
る
が
、
そ
の
尊
形
は
第

三
院
に
位
置
す
る
妙
吉

祥

(
M
a
n
j
u
s
r
i
)

が
金
剛
界
明
妃

(
V
a
j
r
a
d
h
a
t
v
i
s
v
a
r
i
)

を
抱
い
た
姿
に

他
な
ら
な
い
。

第
二
院
に
は
、
金
剛
界
曼
茶
羅
の
四
波
羅
蜜
に
対
応
す
る
薩
唾
金
剛

(S
a
t
t
v
a
v
j
r
a
)

等

の
四
明
妃
に
、
C
u
n
d
a
・
B
h
r
k
u
t
i
・

V
a
j
r
a
s
r
n
k
h
a
l
a

の
四
明
妃
を
合
わ
せ
た
八
明
妃
が
配
せ
ら
れ
る
。
薩

唾
金
剛
等
の
四
明
妃
に
関
す
る
説
明
は
極
め
て
簡
単
で
、
阿
閾
等

の
四

仏
に
似
て
い
る

(但
し
明
妃
は
伴
わ
な
い
)
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し
て
残
り
の
四
明
妃
は
尊
形
が
詳
細
に
説

か
れ
、

こ

の
中

で

も

C
u
n
d
a

と
B
h
r
k
u
t
i
は

『
幻
化
網
タ
ソ
ト
ラ
』
に
お
い
て
特
に
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
「第
五
真
言
大
智
変
化
品
」

に
お
い
て

は
、
第

一
院

の
四
明
妃
並
び
に
第
三
院
の
八
念
怒
尊
と
共
に
、
こ
の
二
明

妃

に

よ

る
独
立
し
た
成
就
法
が
説
か
れ
る
。
猶
、

こ
の
第
二
院
の

八

明

妃

は

『
N
S
P
2
0
』の
説
明
と
も

一
致
す
る
。

第

三
院
に
は
、
慈
氏

(
M
a
i
t
r
e
y
a
)

や
前
述
の
妙
吉
祥
等
の
十
六
大
菩

薩
が
四
方
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
十
二
菩
薩
は
、
金
剛
界
曼
茶
羅

の
十
六
大
菩
薩
の
中
に
そ
の
名
前
を
見
い
出
せ
る
。
し

か

し
、
『幻
化

網
タ
ソ
ト
ラ
』
で
は
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
多
面
多
管
の
密
教
的
尊
形
と
な

り
、
慈
氏
と
妙
吉
祥
以
外
の
十
四
菩
薩

の
尊
形

は
極
く
簡
略
に
記
さ
れ

幻
化
網

タ

ソ
ト
ラ
の
曼
茶
羅

(木

村
)
 

七

一
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幻
化
網

タ

ン
ト
ラ
の
曼
茶
羅

(木

村
)
 

七
二

る
に
す
ぎ

な
い
。

第
三
院

に
は
こ
の
他
に
、
前
述
の
如
く
四
方
四
隅
の
守
護
尊
と
し
て

八
念
怒
尊

(東
Y
a
m
a
n
t
a
k
a
・

南
P
r
a
j
n
a
n
t
a
k
a
・

西
P
a
d
m
a
n
t
a
k
a
・

北

V
ig
h
n
a
n
t
a
k
a
・

北
東
A
c
a
l
a
n
a
t
h
a
・

南
東
T
a
k
k
i
r
a
j
a
・

南
西
N
i
l
a
d
a
n
d
a

・
北
西
M
a
h
a
b
a
l
a
)

が
配
さ
れ
る
。
『N
S
P
20
』
で
は
、
上
方

の
S
u
m
-

b
h
a
r
a
j
a

と
下
方

の
V
a
j
r
a
p
a
t
a
l
a

の
二
尊
が
加
え
ら
れ
十
念
怒
尊
と

(5
)

な
っ
て
い
る
。
『十
念
怒
軌
』
も
、
方
向
こ
そ
記
し
て
い
な

い
が
、

こ

の
十
愈
怒
尊
を

『N
S
P
2
0』

と
同
じ
順
序
で
説
き
、
上
下
二
尊
の
尊

形
も

一
致

す
る
。
『
秘
密
集
会
タ
ソ
ト
ラ
』
の
曼
茶
羅
に
お
い
て
も
十
方

を
守
る
十
念
怒
尊

が
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
上
方

の
S
u
m
b
h
a
r
a
j
a

は
下
方
に
移
り
、
上
方
に
は
U
s
n
i
s
a
c
a
k
r
a
v
a
r
t
i
n

が
配
さ
れ

る
。

『幻
化
網

タ
ソ
ト
ラ
』
に
於
い
て
も
、
上
下

の
守
護
尊
と
し
て
で
は
な

い
が
、
「
第
四
三
摩
地
品
」
で
は
八
念
怒
尊

の
直
後

に
U
s
n
i
s
a
c
a
k
r
a
-

va
rtin

の
尊
形
と
そ

の
三
摩
地
が
、

「
第
五
真
言
大
智
変
化
品
」
で
は

V
a
j
r
a
p
a
t
a
l
a

と
S
u
m
b
h
a
r
a
j
a

と
に
よ
る
成
就
法
が
説

か
れ
て

い

る
。
猶
、
V
a
j
r
a
p
a
t
a
l
a

と
S
u
m
b
h
a
r
a
j
a

と
は
、
本
来
地
底
に
関
わ

る
同

一
の
神
格
で
あ
り
、
「第
五
品
」
の
記
述

に
お
い
て
も
こ
の
二
尊

は

完
全
に
は
分
離
独
立
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
八
念
怒
尊

の
グ
ル
ー
プ
は

固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
上
下
の
二
尊
は
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
三
尊
が
入

り
乱
れ
て
登
場
す
る
。
『幻
化
網
タ
ソ
ト
テ
』

で
は
、
こ
れ
ら
を
十
葱
怒

尊
と
し
て
組
織
化
す
る
こ
と
な
く
、
八
念
怒
尊

の
直
後
に
雑
然
と
三
尊

が
説
か
れ
る
。
『
N
S
P

20
』
と

『
十
愈
怒
軌
』

は
、
本
来
地
底
に
関
わ

る
S
u
m
b
h
a
r
a
j
a

と
V
a
j
r
a
-
p
a
t
a
l
a

と
を
選
び
十
念
怒
尊
に
ま
と
め

上
げ
た
。

恐
ら
く

「
p
a
t
a
l
a
」

と
い
う
語
が
地
底
を
意
味
す
る
故
仁
、

S
u
m
b
h
a
r
a
j
a
が
本
来
の
性
格
と
は
反
対
の
上
方
に
回
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
秘
密
集
会
タ
ソ
ト
ラ
』

は
、
V
a
j
r
a
p
a
t
a
l
a

の

代
わ
り
に
U
s
n
i
s
a
c
a
k
r
a
v
a
r
t
i
n

を
選
ん
だ
た
め
、
S
u
m
b
h
a
r
a
j
a

が

下
方
に
来
た
と
思
わ
れ
る
。

八
葱
怒
尊
に
関
す
る

『
N
S
P
2
0
』の
説
明
は
、
『
幻
化

網

タ

ソ
ト

ラ
』
及
び

『
十
念
怒
軌
』
が
説
く
尊
形
と
よ
く

一
致
す
る
が
、

西
方
の

P
ad
m
a
n
t
a
k
a
(別
名
馬
頭
H
a
y
a
g
r
i
v
a
)

と
だ
け

は
大

幅

に

相

違

す

る
。
そ
の
代
り
、
同
じ
ア
バ
ヤ
ー
カ
ラ
グ
。フ
タ

の
編
に
な
る

『
S
a
d
h
a
-

(6
)

n
a
m
a
la

(
S
M
)』

の
N
.
5
2
9
の

「
H
a
y
a
g
r
i
v
a
s
a
d
h
a
n
a

が
、

『
幻

化

網

タ

ソ

ト

ラ
』

の
第

三
品

及

び

『
十

念

怒
軌

』

の
P
a
d
m
a
n
t
a
k
aの

尊

形

を

説

く

文

に
対

応

す

る
。

猶
、

こ

の

『
S
M
2
5
9』

は
、

漢

訳

よ

り

は
蔵

訳

『
幻

化

網

タ

ソ

ト

ラ
』

及

び

『
十

念
怒

軌

』

に

よ

り
完

全

に
対

応

す

る
。

1
 
詳

し
く

は
拙
稿

「
幻
化
網

タ
ン
ト
ラ
に
お
け

る
曼
茶
羅
」
(
『
豊

山
教
学

大
会
紀
要
』
第

一
六
号

・
昭
和

六
三
)
 

2
 
松
長
有
慶

「
幻
化
網

タ
ソ
ト

ラ

の
性
格
」

(印

仏
研
8
-
2
)
、
同

『
密
教
経
典
成
立
史
論
』
宝
蔵

館

・
昭

和
五
五
 

3
 
B
h
a
t
t
a
c
h
a
r
y
y
a
,
 
G
o
s
.
N
o
.
1
0
9
,
1
9
4
9
.

4
 
前
掲
拙

稿
付

図
-
参
照
 

5

『
N
S
P
2
0
』

で
は
、
上
方

を
守

る
別

の

尊

と

し

て
U
s
n
i
s
a
c
a
k
r
a
v
a
r
t
i
n

も

説

べ
 

6
 
B
h
a
t
t
a
c
h
a
r
y
y
a
,

G
O
S
.
 
S
a
d
h
a
n
a
m
a
l
a
 
B
a
r
o
d
a
,
 
1
9
2
8

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

『
幻
化
網

タ
ン
ト
ラ
』

マ
ソ
ダ

ラ
、

(
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研

究
員
)
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